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 要  旨 
 
近年、地図情報を利用したさまざまな情報サービスが普及してきている。たとえば、目的
地までの電車の乗り継ぎの案内に加え、周辺の宿泊情報などを提供するシステムもある。こ
れらの利用は主に、自宅あるいはオフィスなどで事前に情報を取得する形での利用が多い。
一方、GPS（Global Positioning System）などの位置情報サービスを利用して、リアルタイ
ムで地図情報、周辺情報を提供するサービスであるカーナビゲーションシステムも広く普及
している。近年では携帯電話にも GPS が搭載され、街歩きナビゲーションが提供されており、
目的地までの道順を示したり、周辺マップ、その場でテキスト入力を行い保存するという、
お気に入り登録などのサービスが提供されている。しかしながら、携帯電話を用いた場合に
は、操作の煩雑さなどから必ずしも使いやすいシステムになっているとは言いがたい。 
 これらの位置情報を利用したシステムは、特定の場所へ行く場合など明確な目的がある場
合には有効である。ここで得られる情報には、店舗側が発信している詳細な情報であったり、
口コミ情報等のインフォーマル情報が含まれる。しかしながら、特別な目的を持たずに散歩
している時や、見知らぬ場所での街歩き、普段何気なく歩いている通学、通勤上でふと気に
なる店や場所等に対して、既存の街歩き支援サービスは操作が煩雑であるため、歩行者はこ
れらのサービスを利用して店舗情報等の街情報を調べようとしない。この様な街歩きのこと
を本研究では対象とし、気軽な街歩きを呼ぶこととする。 
 一方、自ら積極的に情報提供をする人が増えている。例えば、自ら新製品を分解しその修
理手順をホームページで公開する人物がいる。この様な人物のことを本研究では challenger
と呼ぶ。challenger は話題になっていたり詳細情報が欠落している事柄に価値を持ち、自ら
積極的に行動しこれらの情報を提供する。本研究では challenger に情報提供を行い支援する
ことで、間接的に気軽な街歩きの支援を行うための情報を得る手法について検討する。 
 そこで本研究で提案するシステムは、challenger を支援することで間接的に見知らぬ土地
におけるインフォーマルな情報や、気になっているけれども入りにくい場所等への入るきっ
かけを提供し、街歩きにおける補助的な支援を行うことを目的とする。この支援を実現する
ために必要な機能を調査し、簡単な操作によって、気軽な街歩きの支援をするシステムを設
計し、実装した。 
